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「いじめ相談」の開設を提案！ 
学校でのいじめによって、子どもたちが深刻な事態に追い込まれるケースが後を

絶ちません。いじめによる悲劇を未然に防ぐには、子どもからのＳＯＳをいかに早

くキャッチし、適切に対処するかが大切になります。１０代の若者がＬＩＮＥなど

ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を利用する時間は音声電話の

約２０倍に上ります。そのため、既存の電話中心のいじめ相談に加え、１０代に身

近なＬＩＮＥで相談を受ける窓口の開設を神坂達成は提案しています。 

さいたま市議会９月定例会が閉幕（９月６日～１０月２０日の４５日間） 

 代表質問の答弁に立った教育長からは、「若年層を中

心に SNS活用が大きな割合を占めており SNSを活用し

た相談も一つの方法になり得る」との前向きな答弁が新

たに示されました。 

また、報道によると、全国に先駆け９月１０日から

LINE 相談が試行されている長野県では、昨年度に県が電

話とメールで受けた１日当たりの相談件数が１．８人だ

ったのに対し、LINE 相談では１日平均１２５．３人から

のメッセージが寄せられ「予想を大幅に超える相談がき

ている」としています。今後、試行で出た課題などを調

査しながら、さいたま市での導入に向け引き続き取り組

んでまいりたいと思います。 

≪９月議会の取り組み≫ 

放課後児童クラブの待機児童解消を！ 
 放課後児童クラブの待機児童を解消するためには学校施設の有効活用が不可欠であり、そのためには教

育委員会と子ども未来局の連携を強化しなければなりません。さらに、夏休みの「子どもの居場所づくり」

についても学校施設を活用した取り組みの必要性を提唱しました。 

代表質問の答弁に立った市長からは、「各学校の余裕教室

の有無や待機児童の状況を把握のうえ、活用の候補校の選定

をおこなう。また、夏休みの子どもの居場所づくりについて

は、夏の長期間子どもへの支援がないことは働く家庭にとっ

て不安を抱えることにつながると感じている。学校施設だけ

でなく、児童センターなど他の公共施設を上手く活用しなが

らさらに検討してまいります。」との答弁が示されました。

これからも放課後児童クラブの待機児童ゼロに向け、全力で

取り組んでまいりたいと思います。  （裏面につづく） 

（市民から寄せられた声を委員会で取り上げている様子） 



 

 

市民が健康で心豊かな生活を送り、スポーツを身近で気軽に親しむこと

ができる環境整備の必要性から臨時グラウンドが解放されています。しか

しながら、美園臨時グラウンドには水道設備がなく、設置を求める声が多

数寄せられていました。そこで美園自治連会長、少年野球チーム代表（美

園ドリームス・三室ホークス）、各PTA会長（美園中学校、大門小学校、

美園小学校）の連名にて市に要望書を提出。この度、待望の水道設備の設

置が実現しました。 
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私は、市民の声を大切にしながら、行政サービスや市民福祉の向上を目指しています。 

ご意見・ご要望などございましたら、お気軽にあなたの声をお聞かせください。 FAX０４８-８３１-２７７８ 

 

新設美園地区小・中学校の建設が始まります！ 
 さいたま市立新設美園地区小・中学校校舎の建設工事費が可決されました。新設小学校が約４２億円、新設

中学校が約４５億円。平成３１年４月の開校を目指し急ピッチで建設工事が進められます。 

（新設小学校パース） （新設中学校パース） 

“小さな声を、聴く力” 美園臨時グラウンドに水道設備が完成しました。 

高齢者の移動支援の強化を！ 

 
高齢化の急速な進展の中、交通弱者（高齢者、妊産婦、障がい者など）

とされる方々の移動手段の確保は、その重要度を増しています。超高齢化

社会に備え、交通弱者に対する支援策は喫緊の課題となっています。 

代表質問の答弁に立った副市長からは、「移動支援については交通弱者に対する交通機関の運賃負担の軽減

策について検討していく。また、住民主体の移動サービスについても、各地域におけるサービスの必要性や活

動状況を踏まえ支援策を検討していく」さらに「検討に当たっては、高齢者や障がい者、妊産婦など広く交通

弱者を支えることを最終的な目標としながら取り組んでいく」との方向性が示されました。 

≪９月議会に提案された主な補正予算≫ 

子育てパパ・ママ自転車アシストプロジェクト 

 
子育て支援の充実と自転車利用の促進を図るため、子育て世代の家庭を対象

として、３人乗り電動アシスト自転車の貸出を継続実施。対象は１歳以上～６

歳未満の幼児２人以上を扶養している保護者です。利用料金は、３人乗り電動

アシスト付自転車およびヘルメット３人分で１か月 1,000円です。 

この事業は平成 27年 10月からの継続事業なので、お子さんの年齢が 6歳

に達するなど条件を満たさなくなった時点で返却された分を２か月ごとに再募

集しています。 


